
                    

 

第２回 （仮称）平和資料館開設準備懇話会 

 

日 時：令和２年１月３０日（木） 

１３：３０～１５：３０ 

                       場 所：小倉リーセントホテル（１階） 

「ガーデンホール」 

 

 

次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 報  告 

 （１）第１回懇話会における委員の主な意見 等 

 

３ 議  題 

（１）コンセプト等に基づく展示内容の整理について 

（２）（仮称）平和資料館の管理・運営について 

 

４ 事務連絡 

（１）次回日程について                   

 

５ 閉  会 



所　属　等

 長崎原爆資料館館長

 一般社団法人　北九州文学協会理事長

 北九州市立大学名誉教授

 九州女子大学人間科学部特任教授

 呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）館長

 松永文庫　室長代理

 北九州商工会議所　専務理事

 極東ファディ株式会社　取締役

　◎座長　　〇副座長 （敬称略・５０音順）

（仮称）平和資料館開設準備懇話会構成員名簿

氏　名

大久保　一哉

後藤  みな子

　　◎　近藤  倫明

佐方 はるみ

戸髙　 一成

凪 　恵美

　　〇　羽田野　隆士

吉水　請子



所　属　等

小林　一彦

山本　浩二

田爪　康隆

【事務局】

　総務局総務課（平和資料館担当）

【会議運営委託業者】

　株式会社トータルメディア開発研究所

（仮称）平和資料館開設準備懇話会委員（市出席者）

所属及び補職名

　総務局長

　総務局総務部長

　総務局平和資料館担当課
長



８月 ２７日

（火）

１月 ３０日

（木）

４月 以降

      (仮称）平和資料館開設準備懇話会の進め方

第１回 懇話会

第２回 懇話会

第３回 懇話会

第４回 懇話会

（議題）

〇（仮称）平和資料館基本計画・実施設計
〇コンセプトに基づく展示内容
・プロローグ（導入展示）

〇館の自主事業（展示以外）
についての意見聴取

（議題）

〇コンセプトに基づく展示内容
・プロローグ（導入展示）
・戦前の北九州

・戦争と市民の暮らし
〇館の管理・運営
についての意見聴取

（議題）
〇コンセプトに基づく展示内容の整理
・空襲の記憶
・運命の昭和２０年８月８日・９日
・戦後の復興
・企画展示

〇館の管理・運営
についての意見聴取

（議題）
〇コンセプトに基づく展示内容の整理
・エピローグ展示
についての意見聴取
〇意見のまとめ
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報告 

 

 

 

第１回懇話会における委員の主な意見等 

 

 

（説明資料） 

・第１回懇話会における委員の主な意見等 

・資料館の自主事業（展示以外）についての整理（たたき台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回懇話会における委員の主な意見等 

 

■議題２：コンセプト等に基づく展示内容の整理について（プロローグ展示） 

・このように、多世代の来館者が、なぜここに平和資料館があるのか、その場で理解 

でき、来館者を資料館に導入できるような仕掛けは必要である。 

・小学生は、原爆投下命令書や小倉陸軍造兵廠といわれても、それが何か分からない。 

米軍がなぜここに原子爆弾を落とそうと思ったのか。誰が見ても分かるようにする 

ためには、もう少し分かりやすい何かが必要だと思う。 

・展示している米軍の原爆投下命令書は、資料の下に全体の説明があるよりは、全く 

同じフォーマットで翻訳されたものが上下に並んでいて、その下に説明があると、 

より理解が深まるといった資料的な親切さがあるとい良い。 

・全体のストーリーの展開の中で、「運命の８月８日、９日」が物語のピークに当た 

るとすると、原爆投下命令書のところで、長崎と広島で起こったことの説明は、 

ある程度伝わるように組み込んでおかないと、８月８日、９日のできごとの意味を、 

正しく分かりやすく伝えることに問題が起きてくるのではないかと思う。 

・プロローグは照明を暗くすることで、違う空間に入ったということが分かるように 

すると、展示の時代に入り込める。 
 

■議題３：自主事業（展示以外）について 

（論点１：子どもから大人まで学びを深めるための取り組み） 

・北九州市の資料館とＳＤＧs を関連付けて連携させるような取り組みで毎年、催し 

物があれば、独自性が生かせるのではないか。７月の平和学習の月間だけでも、 

北九州市独自の取り組みをしたら良いと思う。 

・戦争の映画を多目的室で上映する、あるいは、戦争文学や地元に関するものを読み 

聞かせする、食のイベントをやるなど、色んなことをこの場所でやることに意義が 

あるという考えは、一つのあり方としてある。 

・色んな文化、そういうものをこの場所でやるという姿勢。平和の資料館だから、それ 

に関連したものを共有する自主的な事業もやることが必要。その時に重要なのは、 

独自性を保ちながら、来館者がそれぞれの立場で学ぶという事だと思う。 
 

（論点２：近隣の施設や学校等との連携による来客者の確保のための取り組み） 

・集客を狙うのであれば、特別展示はとても大事になる。子どもにアプローチしやす 

いもの、例えば、戦争の時代の背景を持った漫画雑誌や広告のチラシなどを取り 

上げると、もっと間口を広げて色々な方に見ていただく機会をつくり、そこから 

本来伝えたいものを見ていただけることにつながるのではないか。 

・資料館が建つこの場所は、文化施設が集約されており、歩いて散策できる。近隣 

施設が連携し合うような形が、理想的にできる場所である。 

・多くの人は１回しか、来るチャンスはない。そのチャンスを逃さず、興味を掻き立 

てるものを与える必要がある。 



（論点３：活動や魅力等を発信するための取り組み） 

・この地に資料館がある意味をどういった形で提示していくか。教育に関連した小学

校児童や中高校生だけでなく、幅広い世代に門戸を開くという形でのアイデアが 

必要である。 

・多くの人に見てもらうためには、類似の施設と連携して、どんな企画展をやってい

るかなど情報交換を行い、企画を考える必要がある。 

 

■その他の意見 

（展示の考え方） 

・戦後の北九州の復興・繁栄は、大企業や数多くの中小企業、特に、ものづくり企業

の血のにじむような努力の結果、もたらされたことを説明する必要がある。 

・戦前の多くの若者が軍人を目指したのは、志願することが「平和日本」に繋がると 

信じたからという一面もある。当時の若者の発想にもスポットを当ててもらいたい。 

 

（平和資料館の必要性等） 

・これからの戦争の伝え方というのは、戦争を知らない人間が、自分も知らない戦争 

を、さらに知らない世代に伝えなければいけない。伝えなければならない戦争の歴 

史をどうやって伝えていくか。本当に難しい時代に入っていると思う。 

・この施設を通して、若い人たち、子どもたちが、自分の町に起こったことを実際に 

自分の言葉で語ることができる都市になるというのは、本当に素晴らしい事ではな 

いかと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考：市議会等からの意見（９月～１２月） 
 

 

■市議会での主な意見（令和元年９月・１２月定例会） 

・戦争には加害者と被害者の両面が存在する。その両面を平等に扱うことが重要である。 

・「北九州市非核平和都市宣言」は資料館建設のコンセプトそのものであり、入口に展示

すべき。 

 

【参考：北九州市非核平和都市宣言】 

平和な世界の実現は、人類共通の願いです。 

   私たちの国、日本は、世界で唯一の核兵器の被爆国として、この地球上で再び広島 

や長崎の惨禍を繰り返してはならないことを、世界の人々に強く訴え続けてきました。 

私たち北九州市民は、長崎に投下された核兵器の第一目標が小倉であったことを重 

く受け止め、核兵器の恐ろしさ、戦争の悲惨さ、平和の尊さを、次の世代に伝え、核兵 

器のない、戦争のない、平和な世界を築いていかなければなりません。  

よって、私たちは、命と平和の大切さを深く認識し、核兵器の廃絶と平和な世界の

実現のために歩み続けることを誓い、ここに北九州市を非核平和都市とすることを宣

言します。 

                                              平成 22 年 2 月 10 日 北九州市 

 

 

■出前講演等での主な意見 

・北九州には日本の近代発展を支えて多くの企業がある。戦争の被害に伴う負の側面 

 ばかりではなく、産業発展によってもたらされたプラスの面を紹介してもらいたい。 

・戦前から戦後の企業の繁栄について取り上げてもらいたい。企業の繁栄が住みよい街 

を作っていった。この北九州の風土の良さ、優れた風土を子どもたちに伝える展示を 

お願いしたい。 

・各市民センターが平和学習に関する資料展示を独自に取り組んでいる、このような 

 市民センターの資料を利用することも必要ではないか。 

・「平和資料館」という話を聞いて、ある程度のイメージを持っていたが、実施設計を見 

ると、地域の資料館としての位置づけの方が強い。名称に関しては地域の資料館とい 

う色合いを持った方がよい。 

  

■市有建築物のバリアフリー化意見交換会での意見（展示関係） 

・展示物の解説については、視覚障害のある人への音声ガイド、聴覚障害の人の字幕等、 

障害のある人でも展示物の内容が楽しめる配慮を。 

・手で触れられるもののコーナーを設置していただきたい。 

  

 



第１回　懇話会　議題：資料館の自主事業（展示以外）についてのまとめ（たたき台）

方向性 考えられる事業

活動や魅力等を発信するための
取り組み

〇純粋に広報を考える専門的な知識を持った人間が必要。

〇誰に発信するというのを設定して、細やかな活動にリンクした
　 広報を行っていくことが大切。

〇幅広い世代に、この地に資料館がある意味をどう提示するか。

〇異業種と連携し、売込むという大局的なコンセプトも必要。

〇マスコミにも継続して取り上げてもらう必要。

〇対象者に応じて、効果的な手法を用いた広報を行う。

〇外部連携を活かした広報を行う。

〇イベントの案内だけでなく、資料館の魅力等も発信する。

【学びを深める取り組み・集客】

〇戦争体験者の声を聞く講演会の開催

〇子供向けの戦時下の生活体験講座

〇学校の学習と連携した企画講座

〇幅広いテーマによる地域の歴史講座

〇近隣の歴史・文化施設との共同展示

〇近隣で開催されるイベント等との連携

〇地元企業との共同展示

〇他都市の類似施設との共同展示

〇他都市の修学旅行誘致

【広報】

〇報道機関（新聞・雑誌）への情報提供

〇市政だより等の広報媒体を活用した情報発信

〇ホームページ、広報紙を活用した情報発信

〇学校（教員を含む）への情報提供

〇子ども向けの資料館パンフレットの作成

〇観光客向けの周遊マップ（多言語対応）の作成

〇商業施設等でアウトリーチ展示・講座の実施

懇話会を受けての方向性・事業（議論たたき台）
区分 懇話会での意見（概要）

〇独自性を発揮しながら、来館者の学びを支援する。

〇展示テーマを踏まえ、幅広い興味に対応するイベント等を
   企画・ 実施,する。

〇SDGsの取り組み等、子どもたちの学校での学習と関連する
　 題材を取り上げ、子どもたちの学びを深める。

子どもから大人まで学びを深めるため
の取り組み

近隣の施設や学校等との連携による来
館者の確保のための取り組み

〇資料館での平和学習や戦時下の歴史・文化・芸術等に関
   するフィールドとしてのプログラムを準備するため、学校や
    歴史・文化施設との連携を図る。

〇調査・研究成果を反映させた常設展示リニューアルや
　 特別展示を実施する。

〇特別展示は、子どもたちの興味や関心のあるテーマで
    実施し、地域の歴史を学ぶ気持ちを喚起し、学校での
    学習の効果をさらに高める。

〇観光振興の視点から、近隣の歴史・文化施設以外にも
   商業施設等との連携を図る。

〇小学生が自分で興味をもって来るというのはあまりないので、
　 学校として来ることが大事。

〇大人にはアピールの強いものをもっていかないといけない。

〇独自性を出すため、ＳＤＧsと連携させることも必要。

〇戦争映画の上映、戦争文学や地元に関するものの読み聞か
　 せ、食のイベント、様々なことを行う姿勢が大切。

〇独自性を活かし、来館者がそれぞれの立場で学ぶことが必要。

〇多くの人は１回しか来るチャンスはない。そのチャンスを逃さず、
　 興味を掻き立てるものを与える。

○教育委員会と連携して、子ども達が一度は足を運ぶということ
   は、短期の目標ではないか。

〇戦争の時代の背景を持った漫画雑誌や広告のチラシなど、
   子どもにアプローチしやすいものが特別展示では重要。

〇近隣の文化施設と連携する形が、理想的にできる場所。

〇多くの人に来てもらうことが評価となれば、産業観光と組み合
　 わせることになると思う。

〇できるだけ入れ替えのある建物にしてリピーターに来てもらう。
　 観光ということも意識する必要。

〇他都市の施設との情報交換も必要。



 

 

議題（１）－１ 

 

 

 

コンセプトに基づく展示内容の整理について 
 

 

（説明資料） 

・（仮称）平和資料館実施設計「プロローグ」（修正案） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











 

 

議題（１）－２ 

 

 

 

コンセプトに基づく展示内容の整理について 
 

 

（説明資料） 

・（仮称）平和資料館実施設計「戦前の北九州」 

 ・（仮称）平和資料館実施設計「戦争と市民のくらし」 

 
 

 

 

 

 

 

 



















 

 

議題（２） 

 

 

 

（仮称）平和資料館の管理・運営について 
 

 

（説明資料） 

・市民参加について（ボランティアの活用等） 

 
  

 

 

 

 



概要 実施条件

庶務
館の管理・運営、庶務全般、
関係機関との連絡調整

警備・清掃
建物・敷地内の警備、
建物・敷地内の清掃

設備の保守等 設備等の保守・点検・修繕

総合案内
入館料徴収、各種申請受付、
総合案内等

展示
常設展示の見直し、
企画展示の実施

資料収集・保存
寄贈・収集資料の整理・保存、
データベース化

調査・研究
資料の展示に向けた検証、
研究成果の発表

イベント等の企画
集客を図るイベント等の実施
館内講座・出前講演の実施

学校等との連携 小学生等への平和学習の実施

ボランティアの活用
館内環境整備、資料収集、
展示解説、イベント補助　等

広
報
情報発信

広報紙の作成、ホームページ管理、
マスコミへの情報提供、
他都市のＰＲ（修学旅行等の誘致）

コンセプト・事業を理解し、館の発信
したい情報をＰＲすることが求められ
る。

教
育
・
普
及

学校や近隣の歴史・文化施設等との連
携・協力により効果的な活動が実施で
きることが求められる。

若い世代の来館を促すことが求められ
る。

コンセプトや展示内容に沿った活動が
求められる。

部門

（仮称）平和資料館の管理・運営について

学
芸

管
理
・
運
営

公立の施設として、公正・中立な運営
を維持することが求められる。

館のコンセプトを踏まえながら、市民
から寄贈された資料等の管理や調査・
研究等、長期的視点から継続的な活動
が求められる。

展示は、所蔵資料に限定せず、他の施
設等から借用した資料等を活用し、文
化・芸術等、幅広いテーマで行うこと
が求められる。



ボランティアの活用について 

 

１ ボランティア導入のメリット（一般的な） 

地域住民の視点が、施設や展示における住民のニーズの反映、資料収集における情報

提供等に有用であるため、全国的にボランティアを活用している博物館等は多い。 

 

２ 他都市のボランティア導入状況と課題 

他都市の戦争・平和に関する施設では、展示解説や絵本の読み聞かせ等を行うボラン 

ティアが活動しているところもある。 

しかし、展示解説ボランティアについては、自分の歴史認識等を基に、展示内容とは 

異なる解説を行い、来館者とトラブルになる等のケースもある。 

一方、中・高校生を対象に、博物館のイベントの受付や講座補助等を行うボランティア

を導入し、地域を担う人材の育成を図っている博物館もある（別紙参考資料） 

 

３ ボランティアの類型 

（１）常時 

区分 具体的な内容（主なもの） 

施設管理業務 館内の環境整備、観覧マナーの指導、障害者介助  

資料収集業務 資料に関する情報提供、収集・整理の補助 

調査研究業務 資料等に関する情報収集、文献の整理 

教育普及業務 展示解説、資料解説 

広報業務 広報紙の作成補助・印刷・配布 

 

（２）臨時 

区分 具体的な内容（主なもの） 

教育普及業務 
イベント補助、団体観覧時の展示解説 

戦争体験の講話 

 

４ 資料館でのボランティア活動や人材のあり方の視点 

（１）ボランティア活動を通して、北九州の歴史を語ることができる若い世代の育成 

（２）資料館のコンセプトを十分に理解した人材の確保 

 

 

 






